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ら
５
時
ま
で
▼
申
し
込
み　

２
月
10
日

（
月
）
ま
で

■
書
道
の
部

搬
入　

２
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
か

ら
５
時
ま
で
▼
申
し
込
み　

２
月
17
日

（
月
）
ま
で

■
陶
芸
の
部

搬
入　

３
月
２
日
（
日
）
午
後
１
時
か

ら
５
時
ま
で
▼
申
し
込
み　

２
月
24
日

（
月
）
ま
で

■
絵
画
・
彫
刻
の
部

搬
入　

３
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
か

ら
５
時
ま
で
▼
申
し
込
み　

３
月
３
日

（
月
）
ま
で

　

改
修
工
事
の
た
め
休
館
し
て
い
る
桜

ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
建
築
工
事
な

ど
の
業
者
が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

現
在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
開
館
時

期
は
、
平
成
27
年
１
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
施
設
予
約
の
受
付
に
つ
い
て

は
、
条
例
の
制
定
後
に
改
め
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

工
事
中
は
、
公
園
と
の
共
用
の
駐
車

場
が
一
部
使
用
で
き
な
く
な
る
な
ど
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
課
（
78

局
４
５
８
８
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

　

詳
し
い
こ
と
は
、
文
化
振
興
課
（
78

局
４
５
８
８
番
）
へ
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
会
期　

写
真
の
部
＝
２
月
19
日
か
ら

23
日
ま
で
▽
書
道
の
部
＝
２
月
26
日

か
ら
３
月
２
日
ま
で
▽
陶
芸
の
部
＝

　

３
月
５
日
か
ら
９
日
ま
で
▽
絵
画
・

彫
刻
の
部
＝
３
月
12
日
か
ら
16
日
ま

で
◆
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
◆
会
場　

文
化
会
館
展
示
室

◆
入
場
料　

無
料

　

部
門
に
よ
っ
て
申
し
込
み
期
間
や
搬

入
日
が
異
な
り
ま
す
。
各
作
品
の
規
格

に
つ
い
て
は
、12
月
１
日
号
の
広
報「
と

よ
か
わ
」
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
要
項
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

総
合
案
内
所
（
本
庁
舎
１
階
）、
生
涯

学
習
課
（
音
羽
庁
舎
２
階
）、
各
公
民

館
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

■
写
真
の
部

搬
入　

２
月
16
日
（
日
）
午
後
１
時
か

　

市
で
は
、
今
年
で
49
回
目
と
な
る
豊

川
市
民
展
を
、
２
月
19
日
（
水
）
か
ら

文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。
こ
の
展
覧

会
は
15
歳
以
上
（
中
学
生
を
除
く
）
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
出
品
で
き
る
公

募
展
で
す
。

　

部
門
は
、「
写
真
の
部
」「
書
道
の
部
」

「
陶
芸
の
部
」「
絵
画
・
彫
刻
の
部
」
が

あ
り
、
１
週
間
ご
と
に
展
示
す
る
部
門

が
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
出
品
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
創
作
活
動
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

桜ヶ丘ミュージアムパース図

２
月
19
日（
水
）か
ら

第
49
回
豊
川
市
民
展

出
品
作
品
募
集
中

く
だ
さ
い
。

　

東
三
河
地
区
の
高
校
17
校
の
演
劇
部

に
よ
る
合
同
発
表
会
で
す
。
舞
台
で
演

じ
る
だ
け
で
な
く
、
照
明
な
ど
の
裏
方

も
全
て
高
校
生
が
運
営
し
ま
す
。

◆
期
日
・
時
間　

２
月
８
日
（
土
）
＝

午
前
９
時
55
分
か
ら
▽
２
月
９
日

（
日
）
＝
午
前
９
時
35
分
か
ら
▽
２

月
11
日
（
火
）
＝
午
前
９
時
35
分
か

ら
◆
会
場　

御
津
文
化
会
館
（
ハ
ー
ト
フ

ル
ホ
ー
ル
）

◆
入
場
料　

無
料

◆
問
合
せ
先　

御
津
高
校
（
藤
田
☎
75

局
４
１
５
５
番
）

東
三
河
高
校
演
劇

合
同
発
表
会

桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

改
修
工
事
の
進
捗
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◎
写
真
の
部

◎
書
道
の
部

◎
陶
芸
の
部

◎
絵
画
・
彫
刻
の
部
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音羽文化ホール（ウィンディアホール）☎88－8010／御津文化会館（ハートフルホール）☎76－3720
小坂井文化会館（フロイデンホール）☎78－3000

催　し　物 日　　時 会場・問合せ先 入場料・前売券
さわやか音楽会 

「ヴァイオリン・クラリネット・ピアノ
によるバレンタインコンサート」

２月13日14：00～ 小坂井文化会館
（フロイデンホール）

500円（前売券はお菓子・飲み物、当日券は飲み物付き）、
小坂井文化会館で前売券を発売中

せせらぎたいむ
「声の魅力・歌の魅力・オペラの魅力」 ２月15日14：00～ 音羽文化ホール

（ウィンディアホール）
500円（お菓子、飲み物付き）、音羽文化ホールで前
売券を発売中

　弘法大師が水の便にめぐまれない村人を助けて
歩くという、いわゆる ｢ 弘法清水 ｣ の伝説は、全
国各地で語られています。旅行く途中で立ち寄っ
た大師が、つえで地面を突くと、そこから清水が
湧き出したというほぼ共通したお話です。
　市内でも、徳城寺と西漸寺に同様の話が伝えら
れています。西漸寺では湧水の勢いが激しくやり

を突くようだっ
たといわれ、「鑓水」
という地名の由来に結び付けられています。
　ダイシとは本来、富を民衆に与えてまわる尊い
来訪神を意味しており、後にそれが弘法大師と考
えられるようになりました。訪れる神をお迎えす
る古い信仰が、この話の背景にあるのでしょう。

徳城寺に伝わる錫杖井戸

弘法清水（豊川西町、大木町）

催　し　物 日　　時 会　　場 内容・問合せ先
かわいいお地蔵さん にわぜんきゅう ２月１日～28日 いっぷく亭 無料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
ピティナ ピアノステップ ２月16日10：00～ 音羽文化ホール 無料、ピティナとよかわステーション（河合）☎84－7868
みんなで歌おう 清水歌い隊 ２月16日14：00～ いっぷく亭 有料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
異作展 ２月16日～28日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
地元アーティストによるコンサート ２月22日14：00～ 御津文化会館 有料、☎中村090－9265－0773
ティータイム音楽の会「新たな調べ」２月22日14：00～ 小坂井文化会館 500円（要予約）、尾崎☎84－3647
そわかでかわそ 佐中コーコー ２月23日18：00～ いっぷく亭 有料、いっぷく亭（松山）☎84－0275
平成26年豊川稲荷所蔵春季宝物展 ２月25日～4月16日 豊川閣寺宝館 有料、小室翠雲「春風駘蕩」他、豊川閣寺宝館☎85－2030
清韻社（豊川）かな書展 ３月１日～７日 ギャラリー「一滴」 無料、ギャラリー「一滴」☎79－6406
ほうしんクラブ絵画作品展 ３月１日～15日 本宮の湯ギャラリー 無料、本宮の湯☎92－1880
輪の会民舞のつどい ３月２日10：30～ 御津文化会館 無料、ひばり会（井澤）☎75－2732

第３回こどもとおとなのみんなで
たのしむ音楽会 ３月８日13：30～ 文化会館中ホール 有料、森下☎85－0810

東三河演劇ネットワーク
第２回プロデュース公演「朱雀家の滅亡」

３月８日19：00～
３月９日14：00～ とよはし穂の国芸術劇場 有料、鈴木☎090－7857－5629

ふたりの写真展（片岡・野田） ３月13日～20日 ギャラリー「一滴」 無料、ギャラリー「一滴」☎79－6406
百華会 木目込人形教室作品展 ３月14日～16日 プリオホール 無料、伊藤☎84－3523
ピアノとマジックショウ 安部つよし ３月15日14：00～ いっぷく亭 有料、いっぷく亭（松山）☎84－0275

（2月16日〜3月15日）
開催期日などは変更になる場合がありますので、あらかじめ電話でご確認ください。


